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第19回
『青春かながわ校歌祭』
参加者を募集します

離退任された職員の方 （々敬称略）

𠮷川　亮　（校長）
田中　進　（教頭）
清水　悦子（英語）
古田　美里（国語）
湯山　楓　（養護）
酒井まゆみ（国語）
松橋ゆう子（英語）
山田　彰彦（社会）
福田　豊恵（英語）
佐々川純平（理科）
大江　照彦（社会）
中山　和昭（理科）
ジェネイ・マッケンジー（英語）
藤野　雄二（理科）
倉持　稔　（事務）
鈴木　健太（保健体育）
御法川雅也（技能員）
渡邉　夏菜（英語）
大口　純一（ICT支援）
市川　浩幸（英語）
小澤　純子（SC）
お世話になりました

恩師の訃報

柏木丈一先生（2022.5）
栗原　進先生（2023.5）
瀬戸治三先生（2023.10）
 ご冥福をお祈りいたします

2024 年 3月 1日

寄
付
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
改
め
て
卒
業
生
の
母
校
愛

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
資

金
を
元
に
、
在
校
生
へ
の
様
々

な
支
援
が
可
能
に
な
る
こ
と
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
職
に
あ
っ
た
6
年
間
に

は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

多
く
の
卒
業
生
と
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
同
窓
会

に
加
入
し
よ
う
と
い
う
生
徒
が

減
っ
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
、
同
窓
会
の
今
後
の
在

り
方
に
思
い
を
は
せ
る
時
、
同

窓
会
活
動
の
基
本
は
楽
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
組
織
の
若

返
り
を
計
り
、
会
員
の
皆
様
が

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
中
身

へ
と
変
わ
る
、
新
し
い
同
窓
会

の
在
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
野

地
彦
旬
新
会
長
の
も
と
江
南
同

窓
会
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
３

期
６
年
間
に
わ
た
り
江
南
同
窓

会
第
四
代
会
長
の
任
に
与
り
ま

し
た
。
真
壁
佐
一
名
誉
会
長
よ

り
会
長
職
を
託
さ
れ
た
時
は
、

そ
の
任
の
重
さ
に
ど
う
な
る
こ

と
か
と
不
安
で
あ
り
ま
し
た

が
、
歴
代
の
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
同
窓
会
役
員
の
方
々
に
よ

る
温
か
い
御
支
援
の
お
陰
で
責

任
を
全
う
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
6
年
間
の
う
ち
、
丸
々

3
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活

動
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、
通
常
の
同
窓
会
の
運
営
が

出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で

も
学
校
創
立
100
周
年
の
記
念
行

事
が
無
事
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
一
番
の
思
い

出
で
す
。
募
金
活
動
は
会
員
の

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
多
額
の

じ
た
こ
と
は
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

意
欲
的
に
活
動
す
る
と

と
も
に
、
絆
を
大
切
に

し
な
が
ら
江
南
生
と
し

て
ま
と
ま
り
の
あ
る
行
動
が
で

き
る
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

学
習
だ
け
で
な
く
、
部
活
動

や
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、
生

徒
の
成
長
す
る
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
な
が
ら
、
大
い
に
刺
激

を
受
け
る
と
と
も
に
、
生
徒
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
私
自
身
も
教

師
と
し
て
成
長
で
き
た
10
年
間

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
は
、
水
泳
部
と
JRC
を

担
当
し
ま
し
た
。
水
泳
部
で

は
、
関
東
大
会
で
活
躍
す
る
生

徒
も
お
り
、
顧
問
と
し
て
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

三
校
戦
（
鎌
倉
、
大
磯
、
平
塚

江
南
）
の
定
期
交
流
戦
で
は
、

学
校
対
抗
戦
の
後
に
交
流
会
が

あ
り
、
と
く
に
平
塚
江
南
の
出

し
物
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ

は
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
学

校
プ
ー
ル
の
改
修
で
、
使
用
で

き
な
い
期
間
が
あ
り
、
夏
休
み

は
、
平
塚
商
業
高
校
、
そ
れ
以

外
は
、
平
塚
総
合
公
園
プ
ー
ル

に
通
っ
て
の
練
習
で
し
た
が
、

部
員
の
熱
心
に
取
り
組
む
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
JRC
の
活
動
で
は
、
研

修
会
で
指
人
形
を
制
作
し
、
即

興
で
作
っ
た
劇
を
発
表
す
る
な

ど
、
活
動
も
活
発
で
し
た
。
1

年
1
組
の
HR
で
ク
ラ
ス
の
生
徒

に
披
露
す
る
な
ど
楽
し
く
活
動

し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

平
塚
江
南
高
校

に
は
、
昭
和
61
年

か
ら
10
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

着
任
し
た
年
に

高
41
回
の
担
任
を

務
め
ま
し
た
が
、
4
月
1
日
の

着
任
日
ま
で
担
任
に
な
る
と
は

知
ら
ず
、
着
任
日
に
大
慌
て
で

準
備
を
始
め
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
入
学
式
終
了
後
、
ク
ラ

ス
の
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る

校
舎
見
学
会
で
は
、
学
校
要
覧

の
地
図
を
片
手
に
持
ち
、
い
か

に
も
よ
く
知
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
説
明
し
ま
し
た
。実
際
は
、

冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
の
説
明

で
し
た
。
そ
の
後
、
高
44
回
、

高
47
回
と
９
年
間
担
任
を
続
け

ま
し
た
。

　

担
任
と
し
て
生
徒
を
見
守
り

な
が
ら
、
江
南
生
に
つ
い
て
感

　

同
窓
会
で
は
、
100
周
年
記
念
事
業
の
1
つ
と
し
て
、
在
校
生
か
ら
自
分
が
実
現
さ
せ
た
い
企
画
を
募
集
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
審
査
を
経
て
資
金
面
、
人
材
面
で
応
援
を
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

第
２
回
の
今
回
は
4
組
の
応
募
が
あ
り
、
2
次
審
査
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
工
夫
を

凝
ら
し
、
熱
い
情
熱
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
で
は
第
1
回
（
昨
年
度
）
の
報
告
会
と
、
第
2
回
（
今
年
度
）
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
成
果
と
し
て
、
陸
上
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
者
輩
出
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
県
大
会
出
場
な
ど
、
大

変
嬉
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

The Konan Dream Challenge

美術部　タブレット他 贈呈

高橋慶伍さん
元日大教授 北宣裕氏（高27）個別講義

放送委員会・美術部
SF＆ファンタジー評論家 小谷真理氏（高29）個別講義

金野那智さん　赤道儀 贈呈

団体あるいは個人名 テーマ

「映像の可能性」
１.配信の「質」を向上させ、もっと多くの人に我が平塚江南高校の行事
を、その場にいるかのような、いやそれ以上に楽しめるような映像をお
届けすること。 

２.映像に関する見識を深め、かつ機材を更新することで映像作品を制作
し、NHK全国高校放送コンクールの映像制作部門に出場すること。

「将来研究するために研究を学びたい！」
全国にある研究機関に直接出向き研究を実際に見学したい。その移動費が必要。
たくさんの力を蓄え、日本さらに世界に貢献するための準備をしたい。

「江南アニメプロジェクト」
平塚江南高校のイメージ向上のため、江南のPRアニメーションを作ります。

「1SWASP J140747.93-394542.6 b（以降J1407b）を自分の力で観測・研究」
・SNSに天体写真のアップロード・初心者教室の実施
・天体撮影上級者・協力団体に協力をお願いする
・光害研究・気象影響研究・限界等級研究・写真データ研究

６
年
間
を
振
り
返
っ
て

前
会
長  

荒
井
寿
一
（
高
24
回
）

　

行
事
で
も
、
体
育
祭
（
仮
装

は
3
年
の
担
任
3
回
で
準
優

勝
、
準
優
勝
、
優
勝
）
や
江
嶺

荘
（
一
度
大
雨
の
影
響
で
順

延
）
な
ど
語
り
尽
く
せ
な
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

平
塚
江
南
高
校
か
ら
、
小
田

原
城
内
高
校
（
現
在
は
小
田
原

高
校
と
統
合
）
に
異
動
し
、
そ

の
後
管
理
職
と
な
り
神
奈
川
総

合
高
校
の
校
長
と
し
て
定
年
を

迎
え
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
渋

谷
の
学
校
法
人
で
6
年
間
働

き
、
現
在
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
汗

を
流
す
な
ど
、
フ
リ
ー
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

創
立
100
周
年
を
迎
え
た
平
塚

江
南
高
校
が
、
200
周
年
に
向
け

て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

★開催日
　2024年9月21日（土）
★会場
　ひらしん平塚文化芸術ホール

　（平塚市見附町16－1）
〇申し込み方法
　１. 電話 050-3629-1750
　　　　　9:00～18:00（平日） 
　２. 江南同窓会HP
〇申し込み期限
　　　7月31日(水)

湘南海岸ランニング中に一休み
2023年

放送委員会　12名
（代表　井上光汰）

髙橋慶伍

美術部　10名
（代表　金子紗帆乃）

金野那智　他1名

市川陽一  先生（数学）
昭和61（1986）年～平成8（1996）年

いちかわよういち

第18回青春かながわ校歌祭
2023年10月21日(土)　神奈川県立青少年センター

　5年ぶりに校歌祭に参加しました。参加者は57名。
　久しぶりの緊張感の中、思いの外、落ち着いて楽しく歌えました。
　次回は江南同窓会が実行委員長を務めます。
　ひらしん平塚文化芸術ホールでの開催です。
　さらに大勢の皆さまの参加をお待ちしています。

指　揮：志澤　彰(高21)
ピアノ：福山史子(高25)　吉田和子(高29)
応援団：泰田健至(高34)
　　　　上原和夫(高21)　中村克己(高25)　　半谷勝二(高28)　大木伸介(高29) 
　　　　野地彦旬(高29)　比企野雄二(高29)　横山直弘(高29)　石原和洋(高31) 
　　　　奥津茂樹(高31)　土田鋼太郎(高31)　湊　敬実(高31)　佐藤嘉宏(高32)

鶴見高校鶴陵会より校歌振興会
旗を引き継ぐ野地会長

　

　

  

　

四
月
に
本
校
と
同
じ
く
高
等

女
学
校
の
流
れ
を
汲
む
、
横
須

賀
大
津
高
校
よ
り
着
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

専
門
の
教
科
は
社
会
科
で
す

の
で
、
校
内
の
あ
ち
こ
ち
に
遺

さ
れ
た
扁
額
や
碑
文
な
ど
を
興

味
深
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
び
、
平
塚
江
南
高
校
の
歴
史

の
深
さ
、
そ
し
て
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
職
務
に

当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
年
余
り
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
、
学
校
は
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
新
た
な
局

面
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
百
余

年
の
歴
史
の
中
で
、
厳
し
い
時

代
を
乗
り
越
え
て
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
本
校
の
先
輩
方
に
思
い
を

馳
せ
つ
つ
、
生
徒
た
ち
と
と
も

に
様
々
な
活
動
や
行
事
等
の
再

興
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

江
南
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、The K

onan 
D
ream
 Challenge

を
始
め
、

日
頃
よ
り
物
心
両
面
の
ご
支
援

を
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

改
め
て
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
校
生
徒
の
未
来

へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

  

時
代
を
越
え
て

学
校
長  

井
野
雄
二

放送委員会　ビデオカメラ等映像機器 贈呈


